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危機管理対策アドバイザー　国崎信江



活動実施日　2005年4月13日～16日海外編

インドネシアスマトラ島での
　～子どもへの防災教育～

防災ソングで伝える 防災紙芝居で伝える



小・中・高校での教育内容

地震と津波発生の仕組み

ビデオ上映（稲村の火）

絵本読み聞かせ（あ、じしん）

紙芝居読み聞かせ（地震になんて負けな
いよ）

防災ソング合唱

地震や津波に対する質疑応答



バンダアチェの子どもたちの
被災体験の劇
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多くのメディアに紹介される



早稲田と京大の学生から
バンダアチェの子ども達へ

2005年９月1１日～16日

積極的に答えを出す子ども

インドネシア語で伝える授業



地球のなかみ

地球 たまご
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地球はヒビが入った卵のような仕組みだよ。地球には、たくさんのヒビがはいってるんだ。



じしんは、プレートがぶつかって起こるんだ。

プレート①

プレート②



　　　　　とつぜんですが、しつ問です！

　　

つなみのはやさは、海のふかさ4000ｍでは、
　どのくらいはやいでしょう？正しいのをえらんでね

しつもん１

① ② ③



多くのメディアに紹介される



大学生の防災教育支援会発足

早稲田大学　WASEND
京都大学　KIDS

国内外の防災教育が必要とされている場所で、
災害や防災に関する知識を伝える活動を行う。
一方的に伝えるだけではなく、子供達と年齢の
近い学生が、共に学び、遊び交流を深め、コミュ
ニケーションをとりながら、楽しく防災教育活を行
う。



防災教育の課題

一過性の学習、形式的な訓練でない展開

自助力（知識・技術の習得）

⇒自分で判断し、守り、生き抜く力を養う

共助力（地域の一員としての意識）

⇒リーダシップの育成、人と人とのつながりを大切
にする活動

指導者の育成

カリキュラム・教材の開発

導入の手法

防災教育のネットワークづくり



なぜネットワーク作りか？

情報共有

教材共有

アイデアの共有

点から線、線から面へ防災活動の活性化
　（活動の連携）



防災教育支援の今後の展開

世界で被災した子供達の声を集めることを
今年のEWBJ防災教育部の主要な活動と
位置づける。

国際組織とのネットワークづくり
SNS国際防災支援センター、
　CODE海外災害援助市民センター
　国際防災人道支援協議会



ご聴講ありがとうございました。

EWB－JAPAN　理事　国崎信江

http://www.kunizakinobue.com/
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